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第２９回 地域交流フリーマーケット

１０月１４日（日）に「第２９回 地域交流フリーマーケット」を開催しました。

今回も多くの出店者の方、お客様方にご来場頂きまして、誠にありがとうございます。皆

様のおかげで、無事に２９回目を迎えることができました。

今後もよろしくお願いいたします。

大盛況でした！

洋服や、食器等、さまざまな物が売ら

れています。お店を見て回るだけでワ

クワクしますね！

今回初出店となる「栗ご飯」でしたが、残念

ながら数が少なったため、買えなかった方も

いらっしゃると思います。申し訳ありません

でした！

ぜひ、またのご来場をお待ちしております♪

フリーマケットでは定番の焼きそば・焼き

鳥等、利用者さんと協力してさまざまな出

店をやりました！



フリーマーケットイベント！
イシイバレエ教室様

子供さんたちによるバレエの発表です。

Ｂ－ＱＵＡＬＩＴＹ様

約１時間に渡る野外ライブ。

たくさんの人が歌声に酔い痴れていました。

赤い羽根共同募金

豚汁無料配布

ビンゴゲーム

今回のフリーマーケットでは

赤い羽根共同募金の募金箱を設置しました。

皆様の温かい心遣いに感謝致します。

豚汁を求めて長蛇の列。

お味はいかがだったでしょうか？？

当たるかな、ドキドキ・・・。

見事ビンゴ！!おめでとうございます。



メンバーさんQ&A！ スタッフちゃんねる
今回は、「スポーツの秋」ということで、好

きなスポーツを聞きました！

友遊運動会

友遊運動会を通して、他施設の方と交流する機会

も持つことができ、笑顔溢れる１日となりました。

１０月４日友遊運動会に参加

してきました。

宇部市の久保田后子市長も来

られ、御挨拶をいただき、気

合も入ったところで競技開始

です！！

玉入れ、パン食い競争、棒リレーなど色々な競技に

積極的に参加され、笑顔を見ることができました。特

に綱引きでは、施設対抗のため、力を入れている施設

が多く、残念ながらふなきチームは１回戦で敗れてし

まいました・・・が、一方、施設対抗ムカデ競争は、

大健闘末の２位！！！見事に勝利を勝ち取ることがで

きました。

こんにちは♪

ハイツふなきでハイツ

・野球です。広島カープと中日ドラゴンズの

ファンでテレビを見て応援しています。

・卓球とソフトボールです。行事でソフト

ボールの試合があるので楽しみです♪

・柔道です。昔やっていて初段をもっていま

す。オリンピックでは、一生懸命応援しまし

た。

ヴィラ

・プロ野球が一番。ドラフトも終わったしね。

・うまくはないけど、ボーリングを久々にや

りたいね。

センター

・野球でソフトバンクホークスが好きです。

日本シリーズに出られず残念です・・・。

・ダイエットのためにウォーキングをしてい

ます。

サムラ

・バトミントン♪時にはテニスもやりますよ。

あとは、ボウリングも友達とよく行きます♪

・陸上！！高校の頃部活に入っていたので、

ハイツふなきで

生活支援員をしている

河添香奈美と申します。

私は今年の３月に大学

を卒業し、４月に新任

職員としてハイツに就職しました。それから気付け

ばもう半年！月日が経つのは早いですね。この半年、

社会人として、支援員として、初めての事に戸惑い

ながら、あっという間に過ぎてしまいました！

私はこの1月に社会福祉士国家試験を受けました。

当時学生だった私は、国家試験という極度の緊張と

ストレスの中で体調を崩してしまい、国試の前日か

ら寝込んでしまうという最悪のコンディションでし

た。不安なまま当日を迎えましたが、実際試験を受

けてみて、日々の積み重ねは大切だなぁと感じまし

た。国試を支えてくれた家族や大学の講師の方々に

は本当に感謝しています。

ハイツふなきに就職してしばらく経ちますが、先

輩職員の方、同期の方、時には利用者の方にも支え

られ、人との御縁に感謝する毎日です。日々の積み

重ねが大切であること、体調管理をしっかりするこ

とを教訓に、これから私が誰かの支えとなれるよう

頑張っていきますので、よろしくお願い致します。



佐伯所長の

１０月１日より「障害者虐待防止法」がスタートしました。「虐待」の言葉が持つイメージとし

ては、暴力や体罰といった「身体的虐待」が大きいと思われますが、他にも「性的虐待」、「心

理的虐待」、「経済的虐待」、「放棄・放任（ネグレクト）」といったものが挙げられます。

我々、支援者は職業倫理として虐待防止には日頃から強い気持ちで取り組んでいますが、残念な

がら全国の高齢者施設や障害者施設における虐待行為のニュースは後を絶ちません。

当たり前のことですが、虐待をしてやろうと思って虐待をする人はいないし、明らかに虐待をし

ている人でも当人に虐待をしているという意識はないケースがほとんどです。逆に、相手（利用

者）のことを思って、相手の為にという意識が強すぎて少しずれていることが、結果的に第三者
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者）のことを思って、相手の為にという意識が強すぎて少しずれていることが、結果的に第三者

から見ると虐待を行っているということになることが多いのです。自分の価値観や正義感といっ

た個人の判断基準を利用者に押し付けてしまうことが、虐待につながっているともいえます。

「指導員」とか「世話人」といった国が定めるスタッフの肩書も如何なものかと考えることがあ

ります。この名称そのものがスタッフと利用者の間に無意識のうちに上下関係を作っているとも

思えます。「パートナー」とか「サポーター」の方がしっくりきませんか？

私個人の話で恐縮ですが、私が近年心掛けていることは、常に自分の家族、特に子供の顔を思い

浮かべながら仕事をすることです。子供に胸を張って今の自分の仕事（支援）を見せられるか？

そういった第三者の視点を常に持ちあわせることも大切だと思います。

虐待が行われる施設は、必ず組織及び個人が疲弊しています。「利用者満足（ＣＳ）は職員満足

（ＥＳ）から」と言う様に、虐待防止教育ももちろん必要ですが、その前に職員が生き生きとや

り甲斐を持って働ける職場を創造することが大前提だと考えています。それが管理者としての責

務です。

佐伯


